
Title 巻子装の平家物語 : 「長門切」についての書誌学的考察
Sub Title A study of "Nagato-kire": fragmentary documents of a different edition of "Heike Monogatari"
Author 佐々木, 孝浩(Sasaki, Takahiro)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication year 2012

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko Institute). No.47 (2012. ) ,p.89- 110 
JaLC DOI
Abstract
Notes 別タイトルの表記 : A study of "Nagato-kire": fragmentary documents of a different editon of "Heike

Monogatari"
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00106199-20120000-

0089

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


─ 89 ─

は
じ
め
に

　

書
物
の
装
訂
と
、
書
物
に
保
存
さ
れ
る
内
容
と
の
相
関
関
係
を
考
え
る

と
、
そ
こ
に
は
っ
き
り
と
し
た
傾
向
が
見
え
て
く
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
当

て
は
ま
ら
な
い
異
端
的
な
本
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
単
な
る

例
外
と
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
も
あ
る
の
だ
が
、
何
か
見
逃
し

て
い
た
重
要
な
情
報
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
大
変
気
に
な

る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
日
本
の
写
本
に
お
け
る
位
置
や
価
値
を
判
断

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
具
体
的
な
検
討
を
行
う
に
及
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
今
日
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
で
は
軍
記
物
語

に
分
類
さ
れ
て
い
る
、『
平
家
物
語
』
の
一
異
本
と
認
定
し
う
る
本
文
を

有
す
る
、「
長
門
切
」
あ
る
い
は
「
平
家
切
」
と
通
称
さ
れ
る
古
筆
切
の
、

切
断
さ
れ
る
以
前
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
本
の
こ
と
を
以
下
で
は
「
長
門
切

本
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
切
断
し
て
生
ま
れ
た
古
筆
切
の
「
長
門
切
」
と
区

別
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　
「
長
門
切
」
の
基
礎
情
報

　
『
源
平
盛
衰
記
』
等
の
読
本
系
の
伝
本
を
含
め
た
、
少
な
か
ら
ぬ
『
平

家
物
語
』
写
本
に
お
い
て（
１
）、「

長
門
切
本
」
は
と
び
き
り
異
質
な
伝
本
で

あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
具
体
的
な
確
認
は
後
回
し
と
し
て
、
最
初
に
「
長

門
切
」
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
研
究
の
成
果（
２
）を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
『
平
家
物
語
』
研
究
に
お
け
る
成
果
を
知
る
に
は
、
大
津
雄
一
・
日
下

巻
子
装
の
平
家
物
語

─
「
長
門
切
」
に
つ
い
て
の
書
誌
学
的
考
察
─

佐　

　々

木　

孝　

浩
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力
・
佐
伯
真
一
・
櫻
井
陽
子
氏
編
『
平
家
物
語
大
事
典
』（
東
京
書
籍
、

二
〇
一
〇
）
の
「『
平
家
物
語
』
諸
本
一
覧
」
に
お
け
る
、
千
明
守
氏
執

筆
の
「
平
家
切
」
に
拠
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
先
ず
は
振
仮
名
を
省
略

し
て
装
訂
に
関
す
る
部
分
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　

平
家
物
語
の
異
本
の
断
簡
。
長
門
切
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
型

の
巻
子
本
の
断
簡
で
、
現
在
ま
で
に
五
〇
葉
ほ
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
紙
高
は
三
〇
セ
ン
チ
前
後
で
、
天
地
に
薄
墨
の
墨
界
を
施
し
、

そ
の
界
間
の
寸
法
は
二
七
・
一
～
二
七
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
全
切

同
筆
で
、
毎
行
一
八
字
程
度
の
堂
々
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
筆
遣
い
で

あ
り
、
ま
た
料
紙
は
、
雲
母
引
き
の
斐
楮
交
漉
紙
を
使
用
、
断
簡
化

す
る
以
前
は
、
か
な
り
立
派
で
豪
華
な
装
丁
の
巻
物
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
朱
の
合
点
が
見
ら
れ
る
。
本
書
が
絵

巻
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
版
の
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
の
「
世

尊
寺
行
俊
」
の
項
に
「
平
家
切
、
巻
物
、
平
家
物
語
、
上
下
横
罫
ア

リ
」
と
あ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
伝
称
筆
者
の
世
尊
寺
行
俊
は
、

藤
原
行
成
の
一
三
世
の
孫
に
あ
た
り
、
足
利
義
満
が
応
永
八
年
（
一

四
一
〇
）
に
明
に
送
っ
た
国
書
を
書
く
な
ど
、
種
々
の
書
役
を
務
め
、

応
永
一
四
年
四
月
一
〇
日
に
従
二
位
参
議
で
没
し
て
い
る
。
現
存
す

る
切
の
多
く
は
代
々
の
古
筆
家
に
よ
る
「
行
俊
卿
」
の
極
札
が
付
い

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
世
尊
寺
行
俊
の
筆

に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
末
期
ご
ろ
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

長
門
切
の
名
称
は
、
古
筆
家
伝
来
の
手
鑑
『
藻
塩
草
』（
京
都
国

立
博
物
館
蔵
）
の
目
録
に
、
一
〇
代
古
筆
了
伴
が
、「
行
俊
、
長
門
切
」

と
書
い
て
い
る
の
に
よ
る
。
古
筆
了
伴
が
な
ぜ
本
断
簡
を
「
長
門
切
」

と
呼
ん
だ
の
か
は
不
明
。　

　

具
体
的
な
検
討
に
先
立
ち
、
こ
の
記
述
を
幾
つ
か
の
書
誌
の
項
目
別
に

整
理
し
て
お
き
た
い
。

【
装　

訂
】　

も
と
は
巻
子
装
。
絵
巻
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。

【
料　

紙
】　

間
隔
二
七
糎
余
の
墨
界
を
有
す
る
、
紙
高
三
〇
糎
前
後
の
、

雲
母
引
き
の
斐
楮
交
漉
紙
。

【
残
存
数
】　

五
〇
葉
ほ
ど
。

【
書
写
者
】　

古
筆
の
世
界
で
は
室
町
初
期
頃
の
世
尊
寺
行
俊
筆
と
さ
れ
る

が
非
。

【
写　

年
】　

鎌
倉
末
期
頃
の
写
。
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続
い
て
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
補
足
を
行
っ
て
み
た
い
。

　
【
装
訂
】
に
つ
い
て
は
、
巻
子
装
の
料
紙
に
で
き
る
巻
皺
も
確
認
で
き

る
の
で
、
巻
子
装
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。「
絵
巻
物
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
不
明
」
と
の
記
述
は
、
長
門
切
本
を
絵
巻
と
見
る
説
が
存
在
す

る
こ
と
の
指
摘
の
役
割
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
猶
こ
の
問
題
に
関
し

て
は
後
述
。

　
【
料
紙
】
に
つ
い
て
は
、
長
門
切
を
一
〇
葉
以
上
も
所
蔵
し
て
い
る
鶴

見
大
学
図
書
館
の
蔵
品
中
で
、
紙
高
が
最
も
高
い
も
の
が
三
〇
・
六
糎
で

あ
り
、
若
干
の
化
粧
裁
ち
を
想
定
す
る
と
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
大
き
か
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。
一
紙
の
幅
に
つ
い
て
は
、
三
井
記
念
美
術
館
蔵
の
古

筆
手
鑑
『
た
か
ま
つ
帖
』
に
所
収
の
切
が
四
六
・
七
糎
あ
っ
て
、
こ
れ
が

本
来
の
大
き
さ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う（
３
）。

お
お
よ
そ
三
一
×
四
七
糎
程
度

の
紙
を
継
い
で
、
一
紙
二
二
行
で
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。「
雲
母
引
き
」
と
あ
る
の
は
不
審
で
、
手
鑑
の
台
紙
の
雲
母
が
切

に
付
着
す
る
こ
と
は
良
く
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
例
で
あ
ろ
う
か
。「
斐

楮
交
漉
紙
」
と
も
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
確
認
し
た
経
験
で
は

や
は
り
楮
打
紙
で
あ
る
よ
う
だ
。

　
【
残
存
数
】
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
お
け
る
、
平
藤
幸
氏
の
「
新
出
長
門
切
数
葉
の
紹
介
」
と
題
す
る
発
表

で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
報
告
さ
れ
た
も
の
に
新
出
の
一
〇
葉
を
加
え
た

六
四
葉
を
整
理
さ
れ
た
上
に
、
模
写
の
可
能
の
あ
る
資
料
も
紹
介
さ
れ
、

同
じ
折
の
橋
本
貴
朗
氏
の
発
表
「「
長
門
切
」
に
見
る
世
尊
寺
家
の
書
法
」

で
も
、
書
道
系
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
一
葉
の
紹
介
も
な
さ
れ
た
の
で
、

七
〇
枚
に
垂
ん
と
す
る
切
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
未
知
な
る
手
鑑
に
捺
さ

れ
て
い
た
り
、
個
人
所
蔵
の
も
の
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

今
後
も
増
え
る
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
近
代
に
な
っ
て
か

ら
の
切
断
で
も
な
い
の
に
こ
れ
程
多
数
の
切
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
作
品
的
に
長
編
で
あ
り
、
か
つ
切
断
さ
れ
始
め
た
時
点
で
の
残
存

部
分
も
多
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
【
筆
写
者
】
に
つ
い
て
は
、
大
部
な
作
品
の
場
合
は
複
数
の
人
物
が
寄

合
書
を
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
「
世
尊
寺
行
俊
」
と
鑑

定
さ
れ
た
筆
跡
の
人
物
に
よ
る
「
全
切
同
筆
」
と
い
う
の
は
、
書
写
形
式

の
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
第

一
二
八
回
貴
重
書
展 

中
世
の
学
芸
─
勅
撰
集
・
軍
記
・
目
録
─
』（
鶴
見

大
学
図
書
館
、
二
〇
一
一
・
六
）
の
「
七 

異
本
平
家
物
語　

伝
世
尊
寺

行
俊
筆　

長
門
切
」
解
説
に
、「
全
文
一
筆
で
は
な
く
、
数
筆
の
寄
合
書

で
あ
る
と
み
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
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【
写
年
】
に
つ
い
て
は
、
池
田
和
臣
・
小
田
寛
貴
氏
「
続 

古
筆
切
の
年

代
測
定
─
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
炭
素
14
年
代
測
定
―
」（『
中
央

大
学
文
学
部
紀
要　

言
語
･
文
学
・
文
化
』
一
〇
五
、
二
〇
一
〇
・
三
）

に
お
い
て
、
池
田
氏
架
蔵
切
を
用
い
て
の
最
初
の
科
学
的
な
報
告
が
な
さ

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
池
田
氏
の
「
長
門
切
の
加
速
器
分
析
法
に

よ
る
14
C
年
代
測
定
」
と
題
す
る
講
演
で
も
、
改
め
て
実
験
結
果
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
デ
ー
タ
に
や
や
違
い
が
あ
る
が
、
後
者
に

拠
る
と
、
そ
の
料
紙
は
科
学
的
な
炭
素
判
定
の
結
果
、
一
二
七
三
～
一
三

八
〇
年
の
間
（
特
に
一
二
八
四
年
の
確
立
が
高
い
）
に
刈
り
取
ら
れ
た
植

物
で
漉
か
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
鎌
倉
末
期
頃
と
の
従
来
の
推
定
を
補

強
す
る
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

二　
「
長
門
切
本
」
が
巻
子
装
で
あ
る
こ
と

　
『
平
家
物
語
』
の
研
究
者
で
も
な
い
稿
者
が
問
題
と
し
た
い
の
は
、「
も

と
は
巻
子
装
。
絵
巻
物
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

拙
稿
「
勅
撰
和
歌
集
と
巻
子
装
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
四
二
、
二
〇
〇
八
・

二
）
や
「
絵
巻
物
と
絵
草
紙
―
挿
絵
と
装
訂
の
関
係
に
つ
い
て
―
」（
同

四
五
、
二
〇
一
一
・
二
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
子
装
は
日
本
に
お
い

て
は
最
も
権
威
あ
る
装
訂
で
あ
り
、
保
存
さ
れ
る
内
容
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
っ

た
。『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
は
い
く
ら
著
名
で
あ
っ
て
も
、

原
則
的
に
巻
子
装
に
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
挿
絵
が
あ
る
場
合

は
そ
れ
を
優
先
し
て
巻
子
装
に
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
長
門
切
本
が
巻
子
装
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な
意
味

を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
本
自
体
の
具
体
的
な
検
討
に
先
立
っ
て
、

『
平
家
物
語
』
の
古
写
本
に
巻
子
装
の
も
の
が
他
に
あ
る
の
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

古
筆
切
に
目
を
向
け
る
と
、
巻
子
装
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し

て
、「
伝
慶
運
筆
切
」
や
「
伝
貞
敦
親
王
筆
切
」、「
伝
道
増
筆
切
」
等
の

存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
４
）。

　

伝
慶
運
筆
切
は
、
小
林
強
氏
作
成
の
一
覧（
５
）に

掲
出
さ
れ
る
も
の
で
、
村

上
列
氏
蔵
手
鑑
『
時
代
不
同
和
歌
帖
』
に
捺
さ
れ
た
物
と
の
こ
と
だ
が
、

「
絵
巻
詞
書
か
」
と
さ
れ
、
巻
八
・
山
門
御
幸
部
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と

の
他
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
慶
運
は
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
前
半
に

か
け
て
活
躍
し
た
歌
人
で
あ
る
の
で
、
そ
の
筆
で
は
な
く
て
も
そ
の
頃
の

書
写
と
な
る
と
、
長
門
切
本
と
も
同
時
期
の
も
の
と
な
り
、
極
め
て
注
目

す
べ
き
存
在
と
な
る
。
詳
し
い
報
告
を
待
ち
た
い
。

　

他
の
二
種
は
伝
称
通
り
の
筆
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
室
町
中
後
期
の
写

本
と
な
る
。
伝
貞
敦
親
王
筆
切
の
藤
井
隆
氏
御
所
蔵
の
も
の
は
高
さ
約
二



─ 93 ─

七
・
七
糎
と
い
う
。
最
初
の
紹
介
で
は
、「
巻
物
皺
が
少
し
だ
が
存
す
る

の
で
、
元
巻
子
本
た
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
」
と
さ
れ
、
同
切
の
図
版
を
掲

載
さ
れ
た
『
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
）
で
は
、

「
こ
の
切
が
巻
物
切
で
あ
る
か
大
四
半
切
か
実
は
断
定
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
が
、
後
述
す
る
ツ
レ
の
切
二
枚
が
一
面
九
行
で
、
そ
れ
も
左
右
の
余

白
が
少
な
く
、
中
一
枚
の
左
端
は
文
字
が
切
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
微
妙

な
程
で
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
大
四
半
切
と
す
る
よ
り
巻
物
切
と
す
る
方

が
穏
当
と
考
え
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

日
本
学
士
院
蔵
古
筆
手
鑑
『
群
鳥
蹟
』（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）
所

収
の
ツ
レ
を
実
見
し
た
限
り
で
は
、
巻
皺
も
認
め
ら
れ
ず
、
大
き
さ
や
筆

跡
、
字
配
り
の
様
子
、
あ
る
い
は
楮
打
紙
の
紙
質
か
ら
し
て
も
、
大
ぶ
り

な
袋
綴
本
の
切
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

伝
道
増
筆
切
は
、
や
は
り
藤
井
氏
が
『
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
で

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
高
さ
は
約
三
二
・
七
糎
、
鳥
の
子
の
料
紙
に
金
砂

子
を
蒔
き
金
泥
の
下
絵
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
最
終
行
が
途
中
で
終
わ
り
、

文
章
的
に
も
途
切
れ
て
い
る
の
で
、「
書
き
損
じ
と
し
て
こ
の
切
れ
の
部

分
だ
け
切
り
取
っ
て
お
か
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
料
紙
は
江
戸
初
前
期
の
絵
巻
詞
書

に
多
い
も
の
で
あ
り
、
誰
に
よ
る
極
め
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
江
戸
時

代
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
他
に
も
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
一
二
四
（
一
九
九
一
・
二
）

に
、「
室
町
中
期
写
か
」
と
さ
れ
る
「
平
家
物
語
詞
書
断
簡
」
一
軸
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
は
四
一
糎
も
あ
り
、
長
さ
も
四
米
四
〇
糎
も
残
っ

て
お
り
、
金
泥
下
絵
入
鳥
の
子
料
紙
で
、「
清
水
冠
者
・
北
国
下
向
等
巻

七
の
一
部
」
な
が
ら
、「
文
中
脱
落
錯
簡
」
は
あ
る
と
い
う
。
料
紙
か
ら

す
る
と
、
近
世
期
に
近
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
図
版
の
み
で
は
判
断
が

難
し
い
。

　

ま
た
『
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
』
一
〇
（
一
九
三
七
）
に
も
、
伝
尊
朝
親

王
筆
「
平
家
物
語
潅
頂
巻
」
一
軸
が
載
る
。
八
寸
六
分
×
一
尺
二
寸
の
紙

を
二
〇
葉
繋
ぎ
、
全
長
二
丈
五
尺
と
い
う
。
内
題
と
尾
題
は
「
平
家
潅
頂
巻
」

と
あ
り
、
古
筆
の
極
札
や
箱
書
で
尊
朝
の
筆
と
さ
れ
、「
足
利
末
期
」
の

写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
図
版
を
見
て
も
確
か
に
能
筆
で
、
室
町
時
代
は

あ
り
そ
う
に
見
え
る
。
途
中
に
絵
が
挟
ま
っ
て
い
た
痕
跡
は
確
認
で
き
な

い
よ
う
な
の
で
、「
潅
頂
巻
」
だ
け
が
独
立
し
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
が
、『
平
家
物
語
』
の
巻
子
本
と
し
て
注
目
で
き
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
様
に
、
一
葉
の
古
筆
切
を
除
く
と
、
室
町
後
期
以
降
の
例
が
か

ろ
う
じ
て
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
り
、
や
は
り
長
門
切
本
は
極
め
て
特
異

な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
無
理
な
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く
説
明
す
る
に
は
、
絵
巻
の
詞
書
部
分
を
分
割
し
た
も
の
と
想
定
す
る
の

が
最
も
自
然
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
長
門
切
本
を
絵
巻
と
み
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
、
従
来
の
見
解

に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
長
門
切
」
の
古
筆
切
界
で
の
一
般
的
な
名
称
で
あ
る
「
平
家
切
」
の

名
称
で
、
こ
の
切
を
国
文
学
界
に
始
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
の
は
、
藤

井
隆
氏
「
平
家
物
語
古
本
「
平
家
切
」
に
つ
い
て
」（『
文
学
・
語
学
』
二

一
、
一
九
六
一
・
九
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
藤
井
氏
は
、「
平
家

切
は
普
通
の
平
家
物
語
の
諸
写
本
な
ど
と
は
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
堂
々

た
る
巻
子
本
の
断
簡
な
の
で
、
絵
巻
の
詞
書
の
部
分
で
は
な
い
か
と
言
ふ

こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
文
章
を
諸
本
と
比
較
す
る
に
、
却
つ

て
諸
本
に
な
く
「
平
家
切
」
に
の
み
あ
る
内
容
も
あ
り
、
今
の
所
絵
詞
と

し
て
特
に
略
述
せ
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
又
上
下
の
薄
墨
横
罫
の
存
す
る

こ
と
は
、
仮
名
文
学
系
統
で
は
、
歌
合
巻
・
朗
詠
集
巻
等
の
歌
書
以
外
に

は
珍
し
く
、
殊
に
絵
巻
の
詞
書
部
分
の
料
紙
と
し
て
は
例
が
な
い
か
と
思

は
れ
る
の
で
（
勿
論
、
現
存
す
る
二
、
三
の
平
家
物
語
絵
詞
本
や
源
平
盛

衰
記
絵
巻
を
始
め
、
平
家
物
語
絵
巻
・
義
経
記
絵
巻
等
の
軍
記
系
絵
巻
の

料
紙
に
横
罫
の
存
す
る
も
の
は
な
い
）、
平
家
切
も
絵
巻
で
は
な
か
つ
た

と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
実
に
立
派
な
巻
子
本
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

　

絵
詞
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
略
述
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
軍
記
系
絵

巻
の
料
紙
に
薄
墨
横
罫
の
例
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
絵
巻
で
あ
っ
た
こ

と
を
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

藤
井
氏
は
「
平
家
物
語
異
本
「
平
家
切
」
管
見
」（『
松
村
博
司
先
生
喜

寿
記
念
国
語
国
文
学
論
集
』
右
文
書
院
、
一
九
八
六
）
に
お
い
て
、
新
出

の
切
の
情
報
を
追
加
し
て
再
説
さ
れ
、「
絵
巻
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
文
章
に
省
略
は
全
く
感
ぜ
ら
れ
ず
、
諸
本
に
な
い
内
容
、

記
述
も
あ
る
こ
と
、
一
五
葉
七
六
行
の
古
筆
切
が
出
現
し
て
い
る
の
に
、

絵
の
存
在
が
し
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
の
所
、
絵
巻
で
は
な
か
っ
た
可

能
性
も
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
い
さ
さ
か
表

現
が
弱
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
絵
巻
の
絵
の
部
分
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
長
門
切
本
を
絵
巻
と
考
え
る
の
が
、
故
小
松
茂
美
博
士
の
『
古

筆
学
大
成
二
四
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
）
に
お
け
る
「
伝
世
尊
寺
行
俊

筆　

長
門
切
源
平
盛
衰
記
絵
巻
詞
書
」
の
解
説
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
こ

れ
ら
の
切
に
は
天
地
に
一
本
ず
つ
横
界
を
引
く
が
、
こ
れ
は
書
写
を
統
一

す
る
た
め
の
顧
慮
で
あ
る
。
し
か
も
比
較
的
楷
書
に
近
い
穏
や
か
な
行
書

に
終
始
し
て
い
る
。
大
型
の
巻
子
本
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
書
写
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の
字
配
り
が
平
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
断
簡
が
、
絵
巻
の

詞
書
で
あ
っ
た
、
と
想
像
で
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
絵
巻
の
詞
書

と
共
通
す
る
書
写
形
式
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

本
文
に
略
述
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
絵
巻
づ
く
り
の
場
合
は
、

…
す
べ
て
本
文
を
大
胆
に
省
略
し
て
詞
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
能
書
が
清
書

す
る
の
を
常
と
し
た
。
し
か
し
林
原
美
術
館
蔵
「
平
家
物
語
絵
巻
」（
十

二
巻
、
江
戸
時
代
初
期
の
制
作
）
の
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
の
本
文
の

す
べ
て
を
詞
書
に
記
載
す
る
も
の
も
あ
る
」
と
、
か
な
り
後
代
の
例
な
が

ら
本
文
を
全
て
記
し
た
『
平
家
物
語
絵
巻
』
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
後
崇
光
院
の
『
看
聞
御
記
』
永
享
八
年
（
一
四
六
三
）
五

月
三
十
日
条
か
ら
閏
五
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
。
延
暦
寺
の
重
宝
と
し
て
、

「
保
元
絵
」
と
「
平
治
絵
」（
絵
巻
）
が
、
各
三
合
の
櫃
に
、
五
巻
ず
つ
収

納
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
と
記
載
す
る
。
つ
ま
り
、『
保
元
物
語
』『
平
治

物
語
』
を
そ
れ
ぞ
れ
十
五
巻
の
巻
子
本
に
仕
立
て
た
こ
と
を
知
る
」
と
、

古
記
録
か
ら
大
部
な
軍
記
系
絵
巻
が
制
作
さ
れ
て
い
た
事
実
を
指
摘
さ
れ

て
、「
か
よ
う
な
時
代
背
景
か
ら
「
長
門
切
」
の
詞
書
断
簡
を
含
む
「
源

平
盛
衰
記
絵
巻
」
が
、『
源
平
盛
衰
記
』
四
十
八
巻
の
す
べ
て
を
描
く
、

壮
大
な
絵
巻
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
推
定
す
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
否
定
説
も
肯
定
説
も
共
に
認
め
ら
れ
、
定
説
は
存
し
て
い

な
い
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

三　
「
長
門
切
本
」
の
大
き
さ
と
界
線
の
問
題

　

長
門
切
本
が
絵
巻
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
決
め
る
に
は
、
や
は
り
長
門

切
の
書
物
と
し
て
の
特
徴
を
、
藤
井
氏
が
指
摘
さ
れ
た
点
も
含
め
て
具
体

的
に
確
認
し
て
、
現
存
す
る
絵
巻
類（
６
）と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
、
総
合
的
に

そ
の
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
で
あ
る
。
長
門
切
本
の
高
さ
は
三
一
糎
程
度

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
数
値
は
絵
巻
と
し
て
相
応
し
い
も
の
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

平
安
時
代
後
期
の
一
二
世
紀
成
立
と
さ
れ
る
、
国
宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』

（
徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
蔵
）
は
二
二
糎
、
同
『
寝
覚
物
語
絵
巻
』（
大

和
文
華
館
蔵
）
は
二
五
・
八
糎
、
重
文
『
葉
月
物
語
絵
巻
』（
徳
川
美
術

館
蔵
）
も
二
三
・
三
糎
と
、
伝
奇
物
語
の
絵
巻
は
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た

こ
と
が
判
る
。
料
紙
の
質
や
規
格
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
同

じ
時
期
の
成
立
で
も
、
国
宝
『
信
貴
山
縁
起
』（
朝
護
孫
子
寺
蔵
）
は
三

一
・
七
糎
、
同
『
粉
河
寺
縁
起
』（
粉
河
寺
蔵
）
は
三
〇
・
八
糎
、
同
『
華
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厳
五
十
五
所
絵
巻
』（
東
大
寺
蔵
）
は
三
〇
糎
と
、
仏
教
に
関
連
す
る
絵

巻
は
長
門
切
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
関
連

の
も
の
で
は
な
い
が
、
国
宝
『
伴
大
納
言
絵
詞
』（
出
光
美
術
館
蔵
）
も

三
一
・
五
糎
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　

長
門
切
に
近
い
鎌
倉
時
代
の
一
三
世
紀
成
立
の
も
の
で
は
、
重
文
『
伊

勢
物
語
絵
』（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
が
二
六
・
八
糎
と
、
全

盛
期
の
物
語
絵
巻
の
流
れ
に
あ
る
も
の
か
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
が
、『
西

行
物
語
絵
巻
』（
徳
川
美
術
館
蔵
）
が
三
〇
・
一
糎
、『
住
吉
物
語
絵
巻
』

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
三
〇
・
四
糎
、
同
『
長
谷
雄
草
紙
』（
永
青
文

庫
蔵
）
が
二
九
・
七
糎
、『
男
衾
三
郎
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が

二
九
・
三
糎
、『
小
野
雪
見
御
幸
絵
』（
東
京
芸
術
大
学
蔵
）
が
二
九
・
一

糎
と
、
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
絵
巻
は
高
さ
が
皆
ほ
ぼ
三
〇

糎
前
後
な
の
で
あ
る
。

　

や
や
性
格
の
異
な
る
、
重
文
『
伊
勢
新
名
所
絵
歌
合
』（
神
宮
徴
古
館
蔵
）

が
三
二
・
三
糎
で
、
仏
教
系
の
国
宝
『
華
厳
宗
祖
師
絵
伝
』（
高
山
寺
蔵
）

が
三
一
・
七
糎
、
重
文
『
法
然
上
人
絵
伝
』（
増
上
寺
蔵
）
が
三
二
・
八
糎
、

重
文
『
能
恵
法
師
絵
詞
』（
広
隆
寺
蔵
）
が
三
一
・
四
糎
と
、
僅
か
に
大

き
い
が
、
問
題
と
す
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

挙
げ
て
い
け
ば
切
り
も
無
い
が
、
鎌
倉
後
期
頃
の
制
作
や
奉
納
年
代
の

判
明
す
る
も
の
で
も
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
の
『
北
野
天
神
縁
起
絵
』

（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
が
三
二
・
二
糎
、
弘
安
元
年
（
一
二

七
八
）
の
重
文
『
北
野
天
神
縁
起
絵
』（
北
野
天
満
宮
蔵
）
が
三
一
・
二

糎
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
重
文
『
北
野
天
神
縁
起
絵
』（
津
田
天
神
蔵
）

が
三
二
・
五
糎
と
、
一
三
世
紀
後
半
の
も
の
は
か
な
り
近
し
い
大
き
さ
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
四
世
紀
に
な
る
と
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
の
重
文

『
浄
土
五
祖
絵
伝
』（
光
明
寺
蔵
）
が
三
三
・
一
糎
、
応
長
元
年
（
一
三
一

一
）
の
重
文
『
松
崎
天
神
縁
起
』（
防
府
天
満
宮
蔵
）
が
三
三
・
七
糎
、

元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
の
重
文
『
絵
柄
天
神
縁
起
絵
』（
前
田
育
徳
会
蔵
）

が
三
四
・
一
糎
と
、
や
や
大
き
め
の
も
の
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
間
に
紙
の
製
造
規
格
に
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
と
、
長
門
切

本
が
一
三
世
紀
末
の
成
立
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
も

あ
り
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
、
今
後
総
合
的
な
調
査
を
し
て
、
変
化

の
実
態
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
も
、
一
三
世
紀
頃
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
の
基
本
的
な
大
き
さ

が
三
一
、
二
糎
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点

で
は
長
門
切
本
の
大
き
さ
は
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
一
三
世
紀
の
国
宝
『
当
麻
曼
荼
羅
縁
起
』（
光
明
寺
蔵
）
が
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五
一
・
六
糎
と
特
別
大
き
い
の
は
、
料
紙
の
長
辺
を
縦
に
し
て
用
い
て
い

る
の
で
例
外
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
重
文

『
東
征
絵
巻
』（
唐
招
提
寺
蔵
）
が
三
七
・
五
糎
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）

の
国
宝
『
一
遍
上
人
絵
伝
』（
歓
喜
光
寺
・
清
浄
光
寺
蔵
）
は
絹
本
で
三

七
・
九
糎
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
『
春
日
権
現
験
記
絵
』（
宮
内

庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
も
絹
本
で
四
一
・
五
糎
と
、
特
大
絵
巻
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
事
例
も
目
立
つ
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
大
き
な
事
例
と
関
連
し
て
特
に
気
に
な
る
の
は
、
一
三
世
紀

の
国
宝
『
平
治
物
語
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
四
二
・
七
糎
、

同
じ
く
重
文
『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
が
三
六
・

六
糎
、
や
や
成
立
時
期
が
下
る
が
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
の
重
文
『
後

三
年
合
戦
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
四
五
・
七
糎
と
、「
合
戦
絵
巻
」

と
も
称
さ
れ
る
軍
記
関
係
の
絵
巻
に
特
大
の
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
国
宝
と
は
別
種
の
一
三
世
紀
後
半
と
さ
れ
る
重
文
『
平
治

物
語
絵
巻
』（
個
人
蔵
）
が
三
二
・
三
糎
、
や
は
り
重
文
と
は
別
の
一
四

世
紀
前
半
の
『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
三
〇
・

六
糎
と
、
長
門
切
本
と
近
い
大
き
さ
の
合
戦
絵
巻
も
存
在
す
る
の
で
あ
り
、

長
門
切
本
が
合
戦
絵
巻
と
し
て
は
小
さ
い
と
見
る
必
用
は
な
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

い
さ
さ
か
煩
多
な
列
挙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
上
に
よ
り
、
長
門

切
は
そ
の
大
き
さ
の
点
で
は
、
絵
巻
の
詞
書
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
絵
巻
と
見
る
こ
と
の
最
大
の
障
壁
は
、
藤
井
隆
氏
の

「
上
下
の
薄
墨
横
罫
の
存
す
る
こ
と
は
、
…
殊
に
絵
巻
の
詞
書
部
分
の
料

紙
と
し
て
は
例
が
な
い
か
と
思
は
れ
る
」
と
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
改
め
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。

　

絵
巻
料
紙
の
高
さ
の
調
査
を
し
つ
つ
確
認
し
て
み
た
の
だ
が
、
平
安
時

代
か
ら
室
町
前
期
頃
ま
で
の
絵
巻
物
に
は
、
長
門
切
本
の
よ
う
な
墨
界
の

事
例
を
見
い
だ
せ
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。

　

藤
井
氏
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
歌
合
に
そ
う
し
た
例
の
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
補
足
す
る
な
ら
ば
、
朗
詠
集
の
例
と
し
て
は
、

古
い
も
の
で
は
藤
原
定
信
・
伊
行
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
平
安
後
期
の
戊

辰
切
本
（
金
銀
の
箔
を
蒔
く
）、
飛
鳥
井
雅
経
筆
と
さ
れ
て
き
た
が
藤
原

教
長
筆
と
考
え
ら
れ
る
平
安
末
期
の
長
谷
切
本
と
金
銀
切
箔
切
本
、
平
安

末
期
の
伝
源
頼
政
筆
の
平
等
院
切
本
、
平
安
末
鎌
倉
初
の
伝
寂
蓮
筆
の
大

坂
切
本
、
鎌
倉
初
期
の
や
は
り
伝
寂
蓮
等
の
雲
紙
切
本
等
々
と
、
枚
挙
に

暇
無
い
程
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
世
尊
寺
家
歴
代
を
伝
称

筆
者
と
す
る
朗
詠
集
切
は
、
天
地
の
界
線
ば
か
り
で
は
な
く
縦
罫
も
あ
る
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も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

歌
合
で
は
、「
類
聚
歌
合
」（
二
十
巻
本
歌
合
）
が
な
ん
と
言
っ
て
も
そ

の
代
表
的
存
在
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
は
三
本
以
上
界
線
が

あ
る
も
の
は
「
本
能
寺
切
」
本
『
千
五
百
番
歌
合
』
等
に
確
認
で
き
る
が
、

天
地
の
み
の
も
の
は
「
二
十
巻
本
」
を
模
写
し
た
伝
頼
朝
筆
の
「
大
慈
寺

切
」
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

勅
撰
集
も
三
本
以
上
の
も
の
は
伝
中
臣
祐
春
筆
の
続
拾
遺
集
切
等
の
数

例
あ
る
が
、
二
本
の
も
の
は
金
界
で
は
あ
る
が
尊
円
親
王
筆
の
風
雅
集
切

が
見
い
だ
せ
る（
７
）。

　

歌
学
書
類
で
は
、
一
二
世
紀
後
半
頃
と
さ
れ
る
伝
寂
蓮
筆
の
奥
義
抄
切

（
古
筆
学
大
成
二
四
所
収
）
と
、
鎌
倉
後
期
頃
と
考
え
ら
れ
る
伝
二
条
為

定
筆
『
代
集
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る
。
前
者
は
二
七
・
七
×

三
四
・
七
糎
の
二
紙
継
で
、
後
者
は
一
紙
が
三
一
・
〇
×
四
九
・
一
糎
で

あ
る
。
後
者
は
長
門
切
本
よ
り
や
や
横
幅
が
広
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

の
料
紙
を
使
用
し
て
い
て
注
目
で
き
よ
う
。
た
だ
し
こ
ち
ら
は
不
要
と
な
っ

た
書
状
の
紙
背
を
利
用
し
て
い
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
絵
の
な
い
巻
子
装
写
本
で
は
、
横
界
の
あ
る
こ
と
は
特
別

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
長
門
切
本
は
絵

巻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

四　
「
長
門
切
本
」
の
書
風
の
問
題

　
『
古
筆
学
大
成
二
四
』
解
説
の
整
理
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
長
門
切
に
付

さ
れ
た
極
札
の
古
い
も
の
は
古
筆
家
二
代
了
栄
（
一
六
〇
七
～
一
六
七
八
）

の
も
の
で
あ
る
よ
う
で
、
江
戸
時
代
の
早
い
頃
か
ら
分
割
が
始
ま
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
初
代
了
佐
、
そ
の
息
了
雪
門
弟
の
藤
本
盛
庸
（
箕
山
）

編
で
、
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
自
序
を
有
す
る
『
明
翰
鈔
』
の
「
行
俊
」

項
に
「
平
家
物
語
切
」
と
あ
る
の
が
、
古
筆
名
葉
集
類
に
著
禄
さ
れ
た
古

い
事
例
で
、
比
較
的
早
く
か
ら
名
物
切
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
七
代
古
筆
了
延
（
一
七
〇
三
～
一
七
七
四
）
編
の
写
本
『
古
筆

類
葉
集（
８
）』

に
も
「
平
家
切
」
が
見
え
る
が
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
七
）

版
『
古
筆
名
葉
集
』
に
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

版
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
な
っ
て
、「
平
家
切　

巻
物
平
家
物
語

上
下
横
卦
ア
リ
」
と
や
や
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
お
り
、「
平
家
切
」
が
今

問
題
と
す
る
古
筆
切
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
長
門
切
」
の
呼
称
は
、
前
述
の
様
に
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝

古
筆
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
附
属
す
る
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
一
〇

代
古
筆
了
伴
が
記
し
た
目
録
の
記
載
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
呼
称
は
と

も
か
く
、
伝
称
筆
者
と
し
て
は
「
世
尊
寺
行
俊
」
で
ほ
ぼ
揺
れ
が
な
い
。
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高
田
信
敬
氏
は
、「
す
べ
て
の
切
が
世
尊
寺
行
俊
（
？
～
一
四
〇
七
）
を

伝
称
筆
者
と
し
、
古
筆
切
に
し
ば
し
ば
お
こ
る
伝
称
筆
者
の
ゆ
れ
の
な
い

の
は
、
相
当
量
の
巻
子
本
が
組
織
的
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
認
定
に
差
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
行
俊
よ
り
は
古
く
、
そ
の
祖
父
行
尹
（
一
二
八
六
～
一

三
五
〇
）
あ
た
り
が
時
代
的
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。
行
俊
に
擬
せ
ら
れ
た
理

由
不
明
、
巻
子
本
の
段
階
で
行
俊
の
奥
書
識
語
の
類
で
も
あ
っ
た
も
の
か
」

（『
鶴
見
大
学
貴
重
書
展
解
説
図
録 
古
典
籍
と
古
筆
切
』（
鶴
見
大
学
、
一

九
九
四
）「
一
〇
七　

異
本
平
家
物
語
断
簡 
長
門
切
」
解
説
）
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。 

　

池
田
和
臣
氏
蔵
の
切
が
、「
住
吉
社
家　

津
守
国
冬
」
と
の
裏
書
き
を

有
す
る
よ
う
な
事
例
も
存
す
る
も
の
の（
９
）、

と
も
か
く
も
ほ
ぼ
揺
れ
が
な
か
っ

た
こ
と
は
、
長
門
切
の
書
風
が
世
尊
寺
流
を
示
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
世
尊
寺
家
は
入
木
道
を
代
表
す
る
家
柄
で
あ
り（

（（
（

、

そ
の
事
は
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
も
、
初
代
行
成（

（（
（

（
15
）
は
三
蹟

で
別
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
孫
の
三
代
「
世
尊
寺
殿
伊
房
」（
1
）
よ

り
四
代
定
実
（
1
）・
六
代
伊
行
（
2
）・
七
代
伊
経
（
6
）・
八
代
行
能

（
7
）・
九
代
経
朝
（
6
）・
一
〇
代
経
尹
（
2
）・
そ
の
弟
定
成
（
5
）・

一
一
代
行
房
（
5
）・
一
二
代
行
尹
（
12
）・
一
三
代
行
忠
（
4
）・
一
四

代
行
俊
（
4
）
と
、
歴
代
の
一
二
名
の
名
と
合
計
七
〇
種
も
の
名
物
切
が

著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
勝
る
人
数
と
切
数
を

誇
る
家
は
、
歌
道
家
の
代
表
た
る
御
子
左
家
を
措
い
て
他
に
無
い
。

　

こ
の
様
に
、
世
尊
寺
家
の
人
物
が
筆
者
と
伝
え
ら
れ
る
古
筆
切
や
典
籍

類
は
数
多
い
の
で
あ
る
が
、
確
実
に
同
家
の
人
物
の
手
に
な
る
資
料
と
な

る
と
、
こ
れ
が
意
外
な
ほ
ど
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
確
実
な
例
を
取

り
上
げ
て
、
そ
の
書
の
傾
向
を
把
握
し
て
か
ら
、
伝
称
さ
れ
る
資
料
を
含

め
て
書
風
を
纏
め
て
み
た
い
。

　

一
一
代
行
房
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
「
元
徳
二
年
七
夕
御
会
三
首

和
歌
懐
紙
」
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
三
四
』（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
六
）
に
影
印
が
あ
る
。
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
の
も
の

で
あ
り
、
鎌
倉
末
期
の
世
尊
寺
家
の
書
風
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で

あ
る
と
言
え
る
。

　

一
三
代
行
忠
は
行
俊
の
養
父
で
あ
る
が
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
成

立
の
重
文
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
下
巻
を
担

当
し
て
い
る
こ
と
が
、
信
頼
で
き
る
末
尾
の
識
語
に
よ
り
明
ら
か
で
あ

る（
（（
（

。
ま
た
同
様
の
識
語
に
よ
り
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
成
立
の
重
文

『
慕
帰
絵
詞
』（
西
本
願
寺
蔵
）
の
巻
一
〇
は
、
行
俊
実
父
の
伊
兼
（
定
成



─ 100 ─

曽
孫
）
筆
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る（

（（
（

。

　

懐
紙
は
資
料
と
し
て
の
性
格
が
絵
巻
の
詞
書
と
は
か
な
り
異
な
る
が
、

文
字
が
大
き
い
点
で
は
共
通
し
て
い
よ
う
。
こ
の
三
者
を
比
較
す
る
と
、

細
い
線
と
太
い
線
の
め
り
は
り
が
あ
り
、
運
筆
が
な
だ
ら
か
で
線
に
丸
み

が
あ
り
、
止
め
や
払
い
の
部
分
が
力
強
い
な
ど
の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る（

（（
（

。
印
象
的
な
の
は
仮
名
の
「
乃
」
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
基
本
的
に
縦
長
で
あ
る
こ
と
、
一
画
目
の
左
払
い
の
線
が
長
目
で
、

先
の
撥
ね
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
二
画
目
の
入
り
の
横
線
と
、
角
を
九

〇
度
よ
り
や
や
狭
く
し
て
し
っ
か
り
下
ろ
す
縦
線
と
で
は
、
縦
線
の
方
が

長
く
、
最
後
の
膨
ら
み
は
し
っ
か
り
半
円
を
描
い
て
、
先
を
細
く
し
て
終

筆
す
る
書
き
方
は
、
共
通
性
を
認
め
や
す
い
で
あ
ろ
う
（
図
版
1
・
2
・

3
）。
行
房
と
行
忠
は
、
一
画
目
の
先
端
が
終
筆
よ
り
も
下
に
あ
る
点
で

も
共
通
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
あ
る
伊
兼
は
少
し
だ
け
異
質
と
は

言
え
る
。

図版 1
行房懐紙の「乃」
（冷泉家時雨亭叢書34より）

図版 2
行忠絵巻詞書の「乃」
（日本絵巻大成 15 より）

図版3
伊兼絵巻詞書の「乃」
（続日本絵巻大成 4より）
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こ
う
し
た
特
徴
を
、
世
尊
寺
家
の
人
物
の
書
と
さ
れ
る
も
の
と
比
較
す

る
と
、
高
田
氏
が
時
代
的
に
長
門
切
に
相
応
し
い
と
さ
れ
る
、
一
二
代
行

尹
の
筆
跡
と
鑑
定
さ
れ
て
き
た
、
古
筆
手
鑑
『
高
松
帖
』（
三
井
記
念
美

術
館
蔵
）
や
『
古
筆
手
鑑
』（
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵
）
等
に
存

す
る
、
雲
紙
の
「
時
代
不
同
歌
合
切
」
や
、
古
筆
手
鑑
『
文
彩
帖
』（
根

津
美
術
館
蔵
）・『
鴻
池
家
旧
蔵
手
鑑
』（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
）
等
に
見

ら
れ
る
、『
嘉
元
百
首
』
の
尚
侍
（
一
条
実
経
女
頊
子
、
後
の
万
秋
門
院
）

百
首
の
装
飾
料
紙
の
懐
紙
切
、
あ
る
い
は
『
日
本
書
蹟
大
鑑
六
』（
講
談
社
、

一
九
七
九
）
に
は
行
尹
の
「
真
跡
資
料
（
推
定
）」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
、

『
藻
塩
草
』・『
鴻
池
家
旧
蔵
手
鑑
』
等
に
見
え
る
、「
足
利
尊
氏
奉
納
諸
社

法
楽
和
歌
」
断
簡
の
「
七
社
切
」
等
に
、
特
徴
的
な
「
乃
」
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、『
古
筆
学
大
成
二
四
』
に
所
収
さ
れ
る
、
伝
定
成
筆
「
未
詳
絵

巻
詞
書
断
簡
」
や
、
伝
行
俊
筆
「
一
遍
上
人
絵
伝
詞
書
断
簡
」
で
も
、
こ

れ
に
似
た
「
乃
」
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

全
て
の
世
尊
寺
家
の
筆
と
伝
称
さ
れ
る
古
筆
切
を
確
認
し
た
訳
で
は
な

い
が
、
と
も
か
く
も
確
実
な
資
料
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
切
は
少
な
く
と

も
一
四
世
紀
の
「
世
尊
寺
流
」
の
範
疇
に
入
る
書
風
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

そ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　

行
房
・
行
尹
に
書
を
学
ん
だ
青
蓮
院
尊
円
親
王
は
、
文
和
元
年
（
一
三

五
二
）
に
著
し
た
『
入
木
抄
』
の
「
一 

本
朝
一
体
な
れ
ど
も
時
代
に
付

て
筆
体
分
明
事
」
条
に
お
い
て
、「
行
成
卿
が
後
胤
は
皆
権
跡
を
写
来
。

聊
も
筆
体
を
不
改
。
但
時
代
に
し
た
が
ゐ
て
次
第
に
か
は
り
た
る
様
に
外

儀
は
み
ゆ
れ
ど
も
、
其
実
は
全
同
也
。
更
異
風
を
不
交
。
行
能
卿
よ
り
以

来
今
の
行
忠
ま
で
殊
同
姿
也
。
能
々
写
得
た
り
と
は
見
候
也（

（（
（

」
と
述
べ
て

い
る
。
鎌
倉
初
期
の
行
能
か
ら
行
忠
ま
で
「
同
姿
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て

い
る
こ
と
は
、
行
房
・
行
忠
・
伊
兼
や
伝
行
尹
筆
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

非
常
に
荒
っ
ぽ
い
整
理
で
あ
っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
世
尊
寺
流
の
書

風
の
特
徴
は
長
門
切
に
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
確
認
を
行

う
に
は
、
先
に
問
題
に
な
っ
た
長
門
切
本
が
寄
合
書
き
で
あ
る
件
に
つ
い

て
、
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
近
い
時
代
の
尾
州
家
本
『
源
氏
物
語
』

を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も
な
く（

（（
（

、
冊
数
が
多
い
書
物
で
は
複
数
人
で
分
担
書

写
す
る
こ
と
は
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
乱
暴
を
承
知
の
上

で
、
書
道
の
素
人
の
目
で
問
題
の
「
乃
」
や
、
特
徴
的
な
「
れ
」
等
の
頻

出
す
る
文
字
を
中
心
に
比
較
し
て
み
る
と
、『
古
筆
学
大
成
二
四
』
所
収

の
二
〇
葉
は
次
の
様
に
三
手
に
分
類
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
桁
の

漢
数
字
は
同
書
中
の
整
理
番
号
、（  

）
内
の
算
用
数
字
は
『
源
平
盛
衰
記
』
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に
お
け
る
該
当
巻
数
で
あ
る
。

Ａ　
一
四
一
（
11
）

Ｂ　
一
四
二
（
15
）

Ｃ　
一
四
三
（
18
）・
一
四
四
（
18
）・
一
四
五
（
27
）・
一
四
六

（
26
）・
一
四
七
（
27
）・
一
四
九
（
28
）・
一
五
〇
（
41
）・
一
五

一
（
41
）・
一
五
二
（
41
）・
一
五
三
（
41
）・
一
五
四
（
42
）・

一
五
五
（
42
）・
一
五
六
（
不
明
）・
一
五
七
（
27
）・
一
五
八

（
41
）・
一
五
九
（
42
）・
一
六
〇
（
43
）・〔
一
四
八
（
37
）〕

　

Ａ
Ｂ
の
も
の
は
極
端
に
数
が
少
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
よ
う
だ
が
、

前
半
の
巻
の
切
は
残
存
数
が
少
な
い
の
で
致
し
方
な
い
こ
と
と
も
思
わ
れ

る
。
巻
一
一
の
切
は
古
筆
手
鑑
『
披
香
殿
』（
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
）

に
も
あ
り
、
巻
一
五
の
も
の
は
田
中
登
氏
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
一
』

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
に
も
見
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
検

討
し
て
も
、
こ
の
分
類
は
揺
る
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
念
の
た
め

に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
乃
」
を
図
版
に
掲
げ
て
お
き
た
い
（
図
版
4
・
5
・
6
）。

　

猶
、
巻
一
五
の
ツ
レ
に
は
、
料
紙
を
折
紙
に
し
た
半
分
の
高
さ
で
紙
背

に
医
書
を
写
し
た
日
比
野
浩
信
氏
蔵
の
も
の
が
あ
り（

（（
（

、
他
と
異
な
る
伝
来

も
想
定
で
き
て
興
味
深
い
。
同
様
の
も
の
は
他
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

田
中
氏
蔵
の
も
の
は
中
央
に
横
一
線
の
折
目
が
確
認
で
き
、
こ
の
転
用
と

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
猶
『
古
筆
学
大
成
』
一
四
二
の

図
版
で
は
折
目
は
確
認
で
き
な
い
。

　

Ｃ
は
更
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
以
上

の
分
類
は
稿
者
の
手
に
は
負
え
そ
う
も
な
い
。
た
だ
し
、
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ

の
中
に
は
、
あ
る
特
徴
を
共
通
し
て
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

一
四
六
・
一
五
六
の
二
葉
で
、
こ
れ
ら
に
は
天
地
の
界
線
と
は
別
に
、
僅

か
に
高
さ
が
狭
く
ま
た
線
が
細
い
天
地
の
界
と
と
も
に
、
行
分
け
の
罫
線

ま
で
も
存
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
本
文
は
こ
の
罫
線
を
無

視
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
本
文
と
は

無
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
四
六
は
巻
二
六
の
切
で
あ
る
の
で
、

同
じ
巻
の
切
を
確
認
し
て
み
る
と
、
古
筆
手
鑑
『
世
々
の
友
』（
林
原
美

術
館
蔵
）
所
収
の
も
の
や
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
一
葉
（
書
出
し
「
魂

を
」
の
三
行
）
等
に
も
そ
れ
が
存
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。『
総
持

学
園
創
立
80
周
年
記
念
展
示　

和
歌
と
物
語
』（
鶴
見
大
学
、
二
〇
〇
四
）

の
図
録
解
説
に
は
、「
こ
の
断
簡
の
み
紙
背
に
淡
墨
界
あ
り
、
そ
の
意
味

不
明
」
と
の
注
記
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
図
版
で
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た

理
由
も
判
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
ど
ち
ら
の
界
線
が
先
に
施
さ
れ
た
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の
か
も
問
題
と
な
ろ
う
。
先
に
言
及
し
た
巻
一
五
紙
背
の
医
書
に
界
線
は

無
い
の
で
、
こ
れ
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
些
細
な
問

題
で
は
あ
る
が
、
長
門
切
本
の
制
作
の
場
や
方
法
を
解
明
す
る
手
掛
り
に

な
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
追
求
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
特
徴
が
い
さ
さ
か
役
に
立

つ
こ
と
も
あ
る
。
一
五
六
は
『
源
平
盛
衰
記
』
に
該
当
す
る
部
分
を
見
い

だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
界
線
を
有
す
る
切
と
同
様
に
巻
二
六
に

相
当
す
る
巻
の
断
簡
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
も
か
く
も
こ
の
大
多
数
を
占
め
る
Ｃ
の
筆
跡
こ
そ
が
、
長
門
切
を
代

表
す
る
手
跡
で
あ
り
書
風
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
三
手
の
「
乃
」
を
、
先
に
確
認
し
た
世
尊
寺
家
の
人
物
の
そ
れ
と
比

較
し
て
み
る
と
、
最
も
共
通
性
が
高
い
の
は
Ａ
で
あ
る
。
Ａ
は
最
も
世
尊

寺
流
ら
し
い
書
風
と
言
え
、
Ｂ
Ｃ
は
書
流
と
し
て
は
共
通
す
る
も
の
で
は

あ
る
が
、
Ａ
と
は
若
干
距
離
が
あ
る
の
で
あ
り
、
や
や
傍
流
の
手
と
見
な

せ
よ
う
か
。

　

長
門
切
の
書
風
に
つ
い
て
故
小
松
茂
美
博
士
は
、「
定
成
の
「
願
文
」

や
「
和
歌
懐
紙
」
の
書
風
に
酷
似
す
る
の
で
あ
る
。
が
、
子
細
に
吟
味
す

る
と
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
定
成
の
書
風
に
私
淑
し
た
近
親
者
か
弟
子

図版4
（141）の「乃」
（古筆学大成24より）

図版 5
（142）の「乃」
（古筆学大成 24より）

図版6
（150）の3種の「乃」
（古筆学大成24より）
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の
筆
に
ち
が
い
な
い
」（
古
筆
学
大
成
二
四
解
題
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
は
最
も
枚
数
の
多
い
Ｃ
の
筆
跡
を
対
象
と
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

よ
う
か
。
文
中
の
「
願
文
」
は
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
三
月
一
八
日

の
日
付
が
あ
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
佐
渡
守
平
行
政
願
文
』
の
こ
と
で

あ
り（

（（
（

、「
和
歌
懐
紙
」
と
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
後
崇
光
院
自
筆
『
看

聞
御
記
』
紙
背
に
存
す
る
、「
歳
暮
同
詠
冬
五
十
首
応
製
和
歌
」
と
の
端

作
と
、「
前
石
見
守
藤
原
定
成
」
と
の
署
名
の
あ
る
懐
紙
の
こ
と
で
、
共
々

図
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

漢
文
体
の
願
文
と
の
比
較
は
難
し
く
、
漢
字
と
し
て
の
「
乃
」
を
確
認

で
き
は
す
る
が
、
Ｃ
の
数
パ
タ
ー
ン
あ
る
仮
名
の
「
乃
」
の
書
き
ぶ
り
と

は
あ
ま
り
似
て
い
な
い
印
象
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
和
歌
懐
紙
は
、
伏
見
天

皇
東
宮
時
代
の
京
極
為
兼
を
中
心
と
す
る
、
京
極
派
揺
籃
期
の
詠
作
の
有

り
様
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
夙
に
有
名
な
、
同
記
巻
五
紙
背
の
和

歌
懐
紙
草
稿
群
の
一
つ
で
、
複
製
も
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
重
ね
書
き
な
ど

も
見
ら
れ
る
草
書
の
走
り
書
き
的
な
書
き
ぶ
り
で
、
行
書
で
あ
る
長
門
切

と
の
比
較
は
難
し
い
。
そ
の
上
に
巻
五
紙
背
の
懐
紙
に
は
「
乃
」
字
が
無

い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
池
田
和
臣
氏
蔵
の
切
の
裏
書
に
あ
っ
た
津
守
国
冬
筆
と
の

鑑
定
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
冬
は
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
生
ま
れ
、

元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
没
し
て
い
る
の
で
、
長
門
切
本
の
制
作
推
定

年
代
と
は
一
応
合
致
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
渡
部
清
『
影
印 

日

本
の
書
流
』（
柏
書
房
、
一
九
八
二
）
に
も
、
江
戸
時
代
の
書
流
を
整
理

し
た
書
物
で
、
国
冬
が
世
尊
寺
流
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
筆
跡
は
「
歌
集
の
奥
書
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
」、「
優

れ
た
書
と
は
言
い
が
た
い
が
、
ゆ
っ
た
り
と
落
着
い
た
書
で
あ
る
。
世
尊

寺
定
成
の
書
な
ど
と
い
わ
れ
る
も
の
に
よ
く
似
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

国
冬
と
極
め
ら
れ
る
古
筆
切
は
、『
続
拾
遺
集
』
の
「
伊
勢
切
」
を
始

め
と
し
て
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
国
宝
の

も
の
と
は
別
種
の
、
天
理
大
学
図
書
館
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
等
に
分
蔵
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
絵
巻（

（（
（

』
で
あ
る
。
天
理
本
は
飛
鳥
井

雅
経
筆
と
の
鑑
定
を
改
め
て
鷹
司
基
忠
筆
と
す
る
が
、 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

本
は
国
冬
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
国
冬
息
の
国
夏
と

さ
れ
る
切
も
存
す
る
と
い
う
。
国
冬
と
さ
れ
る
切
を
紹
介
さ
れ
た
藤
井
隆

氏
は
、「
当
時
の
能
書
家
の
も
の
と
思
わ
れ
、
世
尊
寺
経
尹
、
世
尊
寺
定

成
な
ど
を
当
て
た
い
所
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
（『
続
国
文
学
古
筆

切
入
門
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
）、
こ
の
絵
巻
詞
書
が
世
尊
寺
流
の
特

色
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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仮
名
の
「
乃
」
で
比
較
す
る
限
り
、
長
門
切
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
手
と
こ
の
源

氏
絵
巻
詞
書
の
手
と
の
共
通
性
は
薄
い
が
、
書
流
と
時
代
の
観
点
か
ら
見

れ
ば
、
長
門
切
を
国
冬
と
極
め
た
こ
と
も
、
そ
れ
な
り
の
蓋
然
性
を
有
し

て
い
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

　

猶
、
国
冬
筆
の
歌
集
奥
書
と
は
、『
日
本
書
流
全
史
』
の
図
録
編
の
世

尊
寺
流
の
見
本
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
（
四
八
六
）
で
あ
り
、『
古

筆
学
大
成
九
』
に
「
詞
花
和
歌
集
切
」
と
し
て
も
見
え
て
い
る
。
永
仁
四

年
（
一
二
九
六
）
二
月
の
「
津
守
（
花
押
）」
の
主
が
国
冬
と
断
定
で
き

る
訳
で
は
な
い
が
、
初
代
古
筆
了
佐
の
極
札
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
詞
花

集
切
の
本
文
の
筆
跡
や
こ
れ
と
は
雰
囲
気
の
異
な
る
奥
書
の
書
風
な
ど
か

ら
、
国
冬
は
世
尊
寺
流
の
書
き
手
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
く
ど
く
ど
と
し
た
考
証
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
長
門
切
本
が
現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
切
の
範
疇
で
は
、
三
手
の
寄
合
書
き
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
三
手
は
書
風
の
共
通
性
が
高
く
、
世
尊
寺
流
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
三
手
の
内
で
は
、
巻
一
一

の
担
当
者
が
世
尊
寺
家
歴
代
の
能
筆
の
真
筆
資
料
と
最
も
親
近
性
を
示
す

こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

世
尊
寺
家
一
一
代
の
行
房
が
著
し
た
入
木
道
伝
書
『
右
筆
条
々
』
に
は
、

「
一 

書
絵
詞
様
」
と
の
項
が
あ
り
、「
可
為
行
也
、
以
読
安
為
先
…
」（
斯

道
文
庫
寄
託
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
本
）
等
と
記
さ
れ
て
い
る
。
絵
巻

の
詞
は
、
読
み
や
す
さ
を
尊
重
し
て
行
書
で
記
せ
と
教
え
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
世
尊
寺
家
の
人
々
が
絵
巻
の
詞
書
を
担
当
し
て
き
た
こ
と
示
し
て

も
い
る
の
で
あ
る
。
行
忠
や
伊
兼
筆
の
実
例
の
存
在
が
そ
れ
を
証
明
し
て

い
よ
う
。
長
門
切
が
世
尊
寺
流
の
書
風
を
示
す
の
は
確
か
で
あ
る
の
で
、

そ
の
点
の
み
に
お
い
て
は
、
長
門
切
本
が
絵
巻
詞
書
で
あ
る
可
能
性
を
否

定
し
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

五　
「
長
門
切
本
」
は
絵
巻
詞
書
か

　

長
門
切
本
よ
り
も
や
や
時
代
が
下
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
行
忠
や
伊

兼
の
遺
例
は
世
尊
寺
家
の
絵
詞
書
写
の
具
体
的
な
あ
り
様
を
伝
え
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
書
風
だ
け
で
な
く
、
書
写
の
形
式
や
、

書
物
と
し
て
の
様
子
な
ど
を
含
め
て
、
こ
の
二
例
と
長
門
切
本
を
総
合
的

に
比
較
し
て
、
長
門
切
本
が
絵
巻
詞
書
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
か
ど
う
か

の
問
題
に
つ
い
て
の
結
論
を
導
き
出
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　

貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
成
立
の
『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』
の
行
忠
が
担

当
し
た
下
巻
は
、
一
紙
の
基
本
的
な
大
き
さ
が
、
四
五
・
七
×
七
五
・
〇

糎
程
度
で
あ
り
、
一
紙
に
一
四
～
六
行
で
、
一
行
一
五
字
程
度
で
書
写
し

て
い
る
。
源
仲
直
担
当
の
上
巻
は
一
五
、
六
行
・
一
七
字
前
後
、
世
尊
寺
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流
の
書
風
を
示
す
持
明
院
保
脩
が
担
当
し
た
中
巻
は
一
八
行
・
二
〇
字
程

度
で
あ
る
。
巻
毎
の
見
た
目
の
印
象
も
随
分
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
成
立
の
『
慕
帰
絵
詞
』
の
伊
兼
が
担
当

し
た
巻
一
〇
は
、
一
紙
の
基
本
的
な
大
き
さ
が
、
三
二
・
〇
×
四
八
・
〇

糎
程
度
で
あ
り
、
一
紙
一
五
行
で
、
一
行
一
四
、
五
字
程
度
で
書
写
し
て

い
る
。
こ
ち
ら
も
巻
毎
に
若
干
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
『
後
三
年
合
戦
絵

詞
』
程
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
長
門
切
本
は
、
一
紙
が
三
一
×
四
七
糎
程
度
で
、
一
紙

二
二
行
、
一
行
一
九
字
前
後
で
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
手
が
変
わ
っ
て
も

一
行
字
数
に
変
化
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
も
、
絵

巻
二
点
と
は
書
式
が
随
分
異
な
っ
て
い
る
。『
源
平
盛
衰
記
』
に
匹
敵
す

る
分
量
を
有
す
る
本
文
を
、
省
略
す
る
こ
と
な
く
書
写
す
る
と
な
る
と
、

膨
大
な
紙
が
必
要
と
な
る
の
で
致
し
方
な
い
措
置
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

書
写
の
形
式
や
態
度
が
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
の
二
例
に
限
ら
ず
絵
巻
の
詞
書
は
一
般
的
に
、
繰
り
返
し
読
ま

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
、
数
も
多
く
て
深
い
巻
皺
が
し
っ

か
り
と
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
長
門
切
は
巻
皺
は
若
干
存
す
る

も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
し
て
も
や
は
り
絵
詞
と
は
考
え
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
も
し
仮
に
絵
巻
の
作
成
を
意
図
し
て
い
た
と
し
て
も
、
絵
と
継
が
れ

る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
た
め
に
、
伝
来
の
過
程
で
の
痛
み
が
少
な
か
っ
た

か
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

詞
と
絵
と
が
交
互
に
く
る
絵
巻
で
は
、
行
の
途
中
で
文
章
が
終
わ
る
箇

所
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
室
町
期
以
降
の
絵
巻
で
は
絵
の
前
が
散
し

書
き
で
終
わ
る
事
例
も
多
い
が
、『
後
三
年
合
戦
絵
詞
』・『
慕
帰
絵
詞
』

で
は
行
の
途
中
で
終
わ
る
箇
所
を
確
認
で
き
る
。
巻
子
本
の
古
筆
切
の
場

合
は
、
切
断
箇
所
は
思
い
の
ま
ま
で
あ
る
の
で
、
途
中
で
終
わ
る
箇
所
を

省
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
数
多
い
ツ
レ
で
も
そ
の
様
な
事
例

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
も
、
長
門
切
本
が
絵
巻
詞
書

で
あ
る
可
能
性
は
低
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

長
々
と
し
た
考
証
の
割
に
は
、
藤
井
隆
氏
の
説
を
若
干
補
強
し
た
だ
け

の
乏
し
い
成
果
で
あ
る
が
、
界
線
の
存
在
以
外
に
も
そ
の
証
拠
と
な
る
特

徴
を
確
認
で
き
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　

絵
巻
で
な
い
と
の
結
論
が
、
ま
た
新
し
い
問
題
の
出
発
点
と
な
る
こ
と

も
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
の
様
な
複
数
の
世
尊
寺

流
の
能
書
を
集
め
て
、
読
本
系
の
長
大
な
平
家
物
語
の
立
派
な
巻
子
本
が

制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
な
か
な
か
に
難
題
で
あ
る
。

　

承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
写
の
真
福
寺
本
『
将
門
記
』
や
、
鎌
倉
時
代
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の
写
と
考
え
ら
れ
る
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
は
、
文
学
の
範
疇
に
属
す

る
散
文
作
品
の
本
文
の
み
の
巻
子
本
と
し
て
著
名
な
存
在
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
寺
院
写
本
で
あ
る
の
で
、
僧
侶
の
書
写
活
動
の
あ
り
方
と
の
関
連
で

考
え
る
必
要
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
記
」
の
名
称
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
。
事
実
を
記
す
文
体
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
巻
子
装
と
し
て
制
作
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
長
門
切
本
が
ど
の
よ
う
な
書
名
を
有
し
て
い
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
的
に
関
連
が
深
い
『
源
平
盛
衰
記
』
が
、

や
は
り
「
記
」
と
い
う
書
名
を
有
し
て
い
る
の
が
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
ま
た
、
巻
子
本
で
あ
る
『
大
鏡
』
の
東
松
本
や
建
久
本
（
天

理
大
学
図
書
館
蔵
）
と
同
様
に
、
歴
史
物
語
的
な
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ

て
、
巻
子
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

共
々
今
は
単
な
る
思
い
つ
き
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
そ
う
し
た
視
点
で

も
考
察
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

断
簡
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
特
異
な
書
物
の
、
本
来
の
姿
と
性
格
を
追
求

す
る
試
み
は
、
実
り
少
な
く
終
わ
っ
て
、
書
風
が
世
尊
寺
流
で
あ
る
こ
と

を
追
認
し
て
、
や
や
乱
暴
に
三
手
に
分
類
し
て
み
た
こ
と
と
、
界
線
の
存

在
の
他
に
、
書
式
や
巻
皺
の
様
子
等
に
よ
り
、
絵
巻
詞
書
と
は
考
え
が
た

い
こ
と
を
補
強
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
後
は
、
藤
井
隆
氏
が
「
斯
様
に
立
派
な
本
は
、
宮
中
、
摂
関
、
将
軍

な
ど
、
当
時
一
流
の
人
の
関
係
と
見
ら
れ
る
」（「
平
家
物
語
異
本
「
平
家

切
」
管
見
」）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
本
の
制
作
の
場
を
究

明
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は
こ
の
よ
う
な

早
い
時
期
に
、『
源
平
盛
衰
記
』
に
も
匹
敵
す
る
と
考
え
ら
れ
る
読
本
系

の
『
平
家
物
語
』
の
本
文
が
成
立
し
た
秘
密
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
も
繋

が
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

今
は
書
風
と
界
線
の
存
在
程
度
し
か
手
が
か
り
は
な
い
が
、
仏
書
や
漢

籍
を
も
含
め
た
総
合
的
な
調
査
や
、
あ
る
い
は
『
水
原
抄
』
か
と
考
え
ら

れ
る
「
源
氏
物
語
古
註
葵
巻
」
や
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
伊
勢
物

語
』
等
の
巻
子
本
を
始
め
と
す
る
、
装
訂
と
し
て
極
め
て
例
外
的
な
伝
本

を
総
合
的
に
検
討
す
る
試
み
な
ど
の
中
か
ら
、
そ
の
答
え
を
求
め
て
み
た

い
と
考
え
る
。

　

書
道
や
書
道
史
に
疎
い
た
め
、
書
風
や
筆
跡
の
判
定
・
認
定
な
ど
の
誤

り
な
ど
も
多
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
各
方
面
の
御
専
門
の
方
の
御
教
示

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。
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〔
注
〕

（
1
）　

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
書
物
と
し
て
の
平
家
物
語
」

（『
軍
記
と
語
り
物
』
四
九
、
二
〇
一
三
・
三
刊
行
予
定
）
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

（
2
）　

二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
に
國
學
院
大
學
で
開
催
さ
れ
た
「
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
一
三
〇
〇
年
代
の
平
家
物
語
─
長
門
切
を
め
ぐ
っ

て
─
」
に
お
け
る
、
諸
氏
の
発
表
資
料
も
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
い
。

（
3
）　
『
古
典
籍
と
古
筆
切 

鶴
見
大
学
蔵
貴
重
書
展
解
説
図
録
』（
鶴
見

大
学
、
一
九
九
四
）「
一
〇
七 
異
本
平
家
物
語
断
簡 

長
門
切
」
解

説
で
は
、
こ
れ
を
二
紙
を
継
い
だ
と
す
る
が
、
折
目
を
継
目
と
見
た

可
能
性
が
高
い
。

（
4
）　

藤
井
隆
氏
「
戦
記
物
語
の
古
筆
切
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
市
立

大
学
教
養
部
紀
要 

人
文
社
会
研
究
』
一
五
、
一
九
七
一
・
三
）、
小

林
強
氏
「
軍
記
物
語
関
連
古
筆
切
一
覧
稿
」（『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化

研
究
所
紀
要
』
四
五
、
二
〇
〇
六
・
一
）、 

松
尾
葦
江
氏
「「
古
筆
切

平
家
物
語
考
証
」
序
説
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
研
究
所
年
報
』

二
、
二
〇
〇
九
・
三
）
等
を
参
照
。

（
5
）　

注
4
所
掲
小
林
氏
論
文
。

（
6
）　

制
作
年
代
や
料
紙
高
さ
、
呼
称
や
所
蔵
者
等
の
情
報
は
、『
特
別

展
覧
会
絵
巻
目
録
』（
京
都
国
立
博
物
館
、
一
九
八
七
）、
宮
次
男
他

編
『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
）
に
拠
っ
た
。「
絵

巻
・
絵
詞
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
両
者
で
異
な
る
場
合
も
あ
る
が
、

統
一
を
図
っ
て
は
い
な
い
。

（
7
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
筆
へ
の
誘
い
』（
三
弥
井
書
店
、
二

〇
〇
四
）
に
二
葉
、
石
澤
一
志
氏
他
『
日
本
の
書
と
紙
』（
同
、
二

〇
一
二
）
に
一
葉
掲
載
。

（
8
）　
『
明
翰
鈔
』
と
『
古
筆
類
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
松
本
文
子
氏

「〔
翻
刻
〕『
類
葉
集
』
と
『
古
筆
類
葉
集
』
―
付　

西
尾
市
岩
瀬
文

庫
所
蔵
『
明
翰
鈔
』
古
筆
関
係
部
分
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
一
一
、

二
〇
〇
七
・
三
）
を
参
照
し
た
。

（
9
）　

平
藤
氏
の
発
表
で
、
古
筆
了
栄
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
「
尭
孝
門

弟
周
興
」
と
す
る
極
札
を
有
す
る
切
の
存
在
が
報
告
さ
れ
た
が
、
切

の
書
き
出
し
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
古
い
タ
イ
プ
の
極
札
で
あ
る
の

で
、
別
の
切
の
も
の
が
取
り
合
わ
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
か
。
猶

「
国
冬
」
と
の
異
伝
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

（
10
）　

同
家
と
そ
の
歴
代
に
つ
い
て
は
、
小
松
茂
美
『
日
本
書
流
全
史
』

（
講
談
社
、
一
九
七
〇
）、
宮
崎
肇
氏
「
中
世
書
流
の
成
立
―
世
尊
寺

家
と
世
尊
寺
流
―
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
三 

鎌
倉
期
社
会
と
史
料
論
』
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東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
）、
高
橋
秀
樹
氏
「
能
書
の
家
」（『
和
歌

を
ひ
ら
く
二　

和
歌
が
書
か
れ
る
と
き
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
）

等
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
11
）　
（　

）
内
の
数
字
は
掲
出
さ
れ
た
名
物
切
の
数
で
あ
る
。

（
12
）　
『
日
本
絵
巻
大
成
一
五　

後
三
年
合
戦
絵
詞
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
七
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）　

同
絵
巻
に
つ
い
て
は
、『
続
日
本
絵
巻
大
成
四 

慕
帰
絵
詞
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
八
五
）
を
参
照
。
真
保
亨
氏
は
「
慕
帰
絵
の
成
立
」

（『
日
本
の
美
術
一
八
七
』
至
文
堂
、
一
九
八
一
・
一
二
）
に
お
い
て
、

こ
の
識
語
が
巻
九
の
詞
を
担
当
し
た
桓
信
阿
闍
梨
の
筆
跡
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
信
憑
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

久
保
木
彰
一
氏
「
合
戦
絵
巻
の
詞
書
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
一

七　

前
九
年
合
戦
絵
詞 

平
治
物
語
絵
巻 

結
城
合
戦
絵
詞
』
中
央
公

論
社
、
一
九
八
三
）
は
、
世
尊
寺
流
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
世
尊
寺

家
の
人
々
の
遺
墨
は
、
筆
線
が
変
化
に
富
み
伸
び
や
か
で
、
運
筆
も

柔
軟
性
が
豊
か
」、「
世
尊
寺
流
の
丸
み
の
あ
る
払
い
や
止
め
の
終
筆
」

等
と
整
理
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
橋
本
貴
朗
氏
は
長
門
切
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
発
表
「「
長
門
切
」
に
見
る
世
尊
寺
家
の
書
法
」
に
お
い
て
、

世
尊
寺
家
の
書
法
の
一
端
と
し
て
「
太
線
に
よ
る
意
図
的
な
連
綿
」

を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
15
）　

古
屋
稔
氏
「「
後
三
年
合
戦
絵
詞
」
の
詞
書
筆
者
と
書
風
」（『
日

本
絵
巻
大
成
一
五　

後
三
年
合
戦
絵
詞
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
）

は
、
経
尹
・
定
成
・
行
房
・
行
尹
・
行
忠
等
の
筆
と
さ
れ
る
願
文
等

を
比
較
し
て
、「
ほ
ぼ
一
定
の
書
法
を
踏
襲
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

が
、
始
祖
行
成
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
し
、
伊
行
と
は
き
わ
め
て
共

通
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
前
述
尊
円
が
い
う
五
代
定
信
を
下
限
と

す
る
行
成
様
と
、
お
の
お
の
共
通
性
を
多
く
具
備
す
る
六
代
伊
行
以

下
を
世
尊
寺
様
と
し
て
切
り
離
し
て
考
え
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
伊
行
・
伊
経
を
過
渡
期
と
考
え
、
世
尊
寺
を
は
じ
め
て
家

名
と
し
た
行
能
以
下
を
分
け
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、
世
尊
寺
様
と
い

う
一
つ
の
定
型
化
し
た
ス
タ
イ
ル
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
見
い
だ

さ
れ
た
と
い
え
る
」
と
整
理
し
て
お
ら
れ
る
。
漢
文
の
願
文
で
も
共

通
す
る
書
風
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
16
） 『
尊
経
閣
叢
刊 

入
木
秘
書
』（
育
徳
財
団
、
一
九
三
九
）
に
拠
り

句
読
点
・
濁
点
を
加
え
た
。

（
17
）　

同
本
の
寄
合
書
き
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
尾
州
家
本
源
氏
物
語

の
書
誌
学
的
再
考
察
」（『
文
学
・
語
学
』
一
九
八
、
二
〇
一
〇
、
一

一
）
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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（
18
）　

同
氏
「『
平
家
物
語
』
長
門
切
の
一
伝
存
形
態
」（『
汲
古
』
四
五
、

二
〇
〇
四
・
六
）。

（
19
）　
『
日
本
名
跡
叢
刊
四
四 

鎌
倉 

世
尊
寺
経
尹 

西
園
寺
実
氏
夫
人
願

文 

鎌
倉 
世
尊
寺
定
成 

平
行
政
願
文 

』（
二
玄
社
、
一
九
八
八
）
に

影
印
と
小
松
茂
美
博
士
の
解
説
が
あ
る
。

（
20
）　
『
看
聞
日
記
巻
五
紙
背
文
書
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）。
猶
、

巻
六
紙
背
に
は
定
成
和
歌
詠
草
六
紙
が
あ
り
、『
図
書
寮
叢
刊 

看
聞

日
記
紙
背
文
書
・
別
記
』（
養
徳
社
、
一
九
六
五
）
に
巻
五
の
も
の

を
含
め
て
翻
刻
が
あ
る
。

（
21
）　
『
日
本
絵
巻
大
成
二
三 

伊
勢
物
語
絵
巻 
狭
衣
物
語
絵
巻 

駒
競
行

幸
絵
巻 

源
氏
物
語
絵
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
）
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

【
補
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
四
年
八
月
二
二
日
に
梅
光
学
院
大
学
で
催
さ

れ
た
、
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
大
会
の
講
演
会
に
お
け
る
発
表
内
容
の

一
部
に
、
大
幅
な
加
筆
と
訂
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
講
演
内
容
の

復
元
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発

表
内
容
の
利
用
を
御
許
可
い
た
だ
い
た
上
に
、
様
々
に
御
教
示
に
与
っ

た
平
藤
幸
氏
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。


